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将
軍
侍
講
成
島
柳
北
の
公
と
私

―
―
万
延
元
年
の
『
硯
北
日
録
』
に
よ
る
―
―

高
　
橋
　
昭
　
男

一
　
将
軍
侍
講
柳
北
の
一
年

　

成
島
柳
北
の
日
記
『
硯
北
日
録
』
は
、
十
八
歳
の
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

よ
り
二
十
四
歳
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
ま
で
の
七
年
間
の
分
が
遺
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
安
政
六
年
の
分
が
失
わ
れ
て
い
る
。
影
印
）
1
（
本
に
よ
り
安
政
六

年
分
以
外
の
す
べ
て
を
読
む
こ
と
が
で
き
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
記
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
万
延
元
年
の
分
は
十
二
月
九
日
ま
で
で
終
っ
て
い

る
。
青
年
時
代
の
成
島
柳
北
を
知
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
一
級
の

資
料
で
あ
る
。

　

成
島
柳
北
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
八
歳
に
し
て
家
督
を
継
ぎ
、
将
軍

侍
講
見
習
に
任
じ
ら
れ
る
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
将
軍
侍
講
に
就
任
し
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。『
硯
北
日
録
』
に
は
、
将

軍
侍
講
の
公
務
と
し
て
の
活
動
が
、
欠
か
さ
ず
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
通
読
し

て
み
る
と
万
延
元
年
が
、
公
私
に
わ
た
り
最
も
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
柳
北
の

行
動
を
み
る
の
に
は
最
適
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
硯
北
日
録
』
の
万
延
元
年
の
一

年
分
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
青
年
儒
者
成
島
柳
北
の
日
常
を
見
て
み
よ
う
。

正
月
大

朔　

丙
寅
。
曇
乍
晴
。
五
更
起
、
梳
浴
。
讀
大
學
經
一
章
。
登　

殿
。
拜

賀
如
本
城
舊
儀
。
午
下
拜
聴　

上
讀
大
学
三
綱
領
于
便
殿
後
堂
。（
原
文

句
読
点
な
し
）

一
日　

丙
寅
。
曇
り
、
乍
ち
晴
れ
。
五
更
に
起
き
、
梳
り
浴
す
。
大
学
経

一
章
を
読
む
。
殿
に
登
り
、
拝
賀
す
る
に
本
城
に
如
く
こ
と
旧
儀
な
り
。

午
下
、
上
の
便
殿
後
堂
に
大
学
三
綱
領
を
読
む
を
拝
聴
す
。

（
将
軍
侍
講
の
勤
め
は
、
元
日
の
登
城
か
ら
始
ま
る
。
午
前
五
時
こ
ろ
に

は
起
床
し
、
頭
髪
を
整
え
、
入
浴
し
て
身
体
を
清
め
、『
大
学
』
の
一
章

を
読
む
。
午
前
中
、
城
内
で
は
旧
例
に
よ
り
元
日
の
将
軍
へ
の
拝
賀
の
儀

が
あ
る
。
午
後
、
休
息
の
間
に
て
将
軍
自
ら
大
学
三
綱
領
を
お
読
み
に
な

る
の
を
拝
聴
す
る
）。

　

元
日
の
記
事
を
読
む
と
、
治
政
の
学
と
し
て
の
儒
学
の
な
か
で
、『
大
学
』

の
占
め
て
い
る
位
置
の
大
き
さ
が
見
え
て
く
る
。
将
軍
侍
講
と
し
て
の
儒
者
柳

北
は
、
早
朝
に
邸
内
で
『
大
学
』
の
一
章
を
読
む
こ
と
か
ら
一
年
の
ス
タ
ー
ト

を
き
る
。『
大
学
』
と
い
う
経
書
の
意
義
に
つ
い
て
、
源
了
圓
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
）
2
（
る
。
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﹇
修
己
―
治
人
﹈
と
い
う
こ
と
を
軸
に
し
て
、﹇
明
明
徳
・
新
（
親
）
民
・

止
至
前
﹈
と
い
う
こ
と
を
﹇
三
綱
領
﹈
と
し
、﹇
格
物
・
致
知
・
誠
意
・

正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
﹈
の
八
条
目
を
立
て
た
こ
の
本
は

や
は
り
儒
教
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
い
う
べ
き
本
で
あ
る
と
思
う
。（
中

略
）
儒
者
た
ち
が
一
個
の
人
間
と
し
て
の
自
己
の
問
題
と
、﹇
君
子
﹈

―
統
治
階
級
の
一
員
と
し
て
の
公
的
責
任
の
問
題
と
を
統
合
的
に
捉
え

よ
う
と
す
る
時
に
、
こ
の
『
大
学
』
か
ら
出
発
し
、
こ
れ
を
叩
き
台
と
し

て
自
分
の
思
想
を
練
り
、
ま
た
逆
に
こ
の
本
を
自
分
の
納
得
ゆ
く
か
た
ち

で
解
釈
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
軌
跡
と
し
て
江
戸
儒
学
に
お
け
る
思

想
の
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
は
き
わ
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　

別
項
で
取
り
上
げ
る
が
、
徳
川
幕
府
は
文
治
を
以
て
政
治
の
根
幹
と
し
た
。

年
頭
に
あ
た
り
、
将
軍
が
臣
下
に
向
っ
て
「
大
学
三
綱
領
」
を
朗
読
す
る
こ
と

は
、
き
わ
め
て
象
徴
的
な
儀
式
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
統
治
階
級
の
一
員
と
し
て

の
公
的
責
任
」
を
、
将
軍
も
臣
下
も
と
も
に
確
認
し
あ
う
場
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
二
日
、
八
日
、
十
三
日
と
登
城
す
る
が
、
あ
ま
り
用
事
は
無
い
よ

う
で
あ
る
。
十
八
日
か
ら
侍
講
が
始
ま
る
。『
小
学
』
王
涯
賈

章
の
講
義
で

あ
る
。
一
月
は
こ
の
後
、
ほ
ぼ
一
日
お
き
に
講
義
が
あ
る
。
年
間
を
通
し
て
み

る
と
、
登
城
と
侍
講
の
回
数
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

登
城
は
ほ
ぼ
一
日
お
き
、
侍
講
は
ほ
ぼ
三
日
に
一
度
で
あ
る
。
こ
れ
が
侍
講

と
し
て
の
基
本
的
公
務
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
昌
平
坂
学
問
所
の
実
紀
局
で

の
勤
務
が
あ
る
。
こ
の
年
は
実
紀
局
へ
は
年
間
で
二
十
一
回
ほ
ど
の
出
勤
で

あ
っ
た
。
柳
北
は
三
百
俵
扶
持
の
旗
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
将
軍
侍
講
と
し
て

の
役
料
二
百
俵
が
付
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
将
軍
侍
講
の
職
に
は
、
も
う
ひ
と
り
小
林
栄
太
郎
が
お
り
、

『
日
録
』
に
よ
れ
ば
、
交
代
で
講
義
を
行
な
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
ほ
ぼ
毎

日
の
よ
う
に
侍
講
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
侍
講
の
ほ
か
に
、

林
大
学
頭
や
昌
平
坂
学
問
所
の
教
授
な
ど
の
講
義
も
あ
る
か
ら
、
将
軍
職
と
は

日
常
の
政
務
を
こ
な
す
か
た
わ
ら
で
、
学
問
研
鑽
に
相
当
の
時
間
を
費
や
す
わ

け
で
、
幕
府
の
文
治
主
義
の
徹
底
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

　

儒
者
と
し
て
の
仕
事
は
、
こ
う
し
た
公
務
の
外
に
、
邸
内
で
の
家
塾
の
講
義

や
他
家
へ
の
出
張
講
義
が
あ
る
。

　

一
月
、
二
月
の
日
記
か
ら
摘
録
す
る
。
一
月
は
、

十
八
日　
　

夜
之
棠
邊
發
會
。（
奥
医
師
・
多
紀
棠
邊
宅
で
の
出
張
講
義
）。

十
九
日　
　

詩
歌
發
會
。（
成
島
家
の
も
う
一
つ
の
家
学
、
和
歌
の
会
）。

二
十
一
日　

開
書
廳
学
児
十
余
名
来
。（
子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
塾
）。

二
十
九
日　

論
語
開
講（
季
氏
卒
業
）。（
論
語
の
季
氏
篇
の
講
義
が
終
了
）。

　

二
月
に
入
る
と

九
日　
　
　

 

論
講
陽
貨
開
業
。
午
下
八
大
家
文
開
讀
講
。（
論
語
の
陽
貨

篇
が
開
業
さ
れ
、
唐
宋
八
大
家
文
も
開
講
さ
れ
て
い
る
）。

十
二
日　
　

 

書
藉
講
及
煎
茶
講
發
會
。（
書
藉
講
の
内
容
は
不
明
だ
が
、

集
ま
る
人
が
多
い
会
。
煎
茶
講
は
文
人
の
嗜
み
と
し
て
の
煎

茶
の
会
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
都
度
、
煎
茶
に
関
す
る
文
献
を

月

一

二

三

閏
三

四

五

六

七

八

九

十

十
一
十
二

計

登
城

⑫

⑧

⑯

⑮

⑬

⑭

⑬

⑩

⑭

⑯

⑬

⑯

⑥

166
回

侍
講

⑥

０

⑧

⑬

⑬

⑫

⑩

⑩

⑫

⑬

⑩

⑤

③

115
回
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読
ん
だ
か
）。

二
十
三
日　

 

小
集
。
枕
山
、
檉
齋
、
雪
江
、
奚
疑
、
梅
村
、
蓑
香
等
来
。

（
日
記
中
、
小
集
と
あ
る
の
は
漢
詩
の
会
で
あ
る
。
前
年
か

ら
大
沼
枕
山
も
参
加
し
て
い
る
）。

　

こ
の
年
の
家
塾
の
開
催
回
数
は
次
の
通
り
で
あ
る

　

閏
三
月
は
十
三
回
を
数
え
て
い
る
が
、
一
日
に
万
延
と
改
元
さ
れ
た
こ
の
月

は
大
変
多
忙
で
あ
っ
た
。
儒
者
と
し
て
の
活
動
を
、
公
務
と
家
塾
の
講
義
を
含

め
、『
日
録
』
か
ら
摘
録
す
る
。

一
日　
　
　

命
林
学
齋
及
余
編
纂
藩
翰
譜
三
編
。

二
日　
　
　

午
下
侍
講
。

四
日　
　
　

侍
講
。

七
日　
　
　

小
学
會
。

八
日　
　
　

侍
讀
。
永
氏
書
藉
講
（
義
父
の
永
井
邸
で
の
講
義
）。

九
日　
　
　

論
講
。
八
大
家
會
如
例
。

十
日　
　
　

侍
讀
。
小
書
藉
講
。

十
二
日　
　

侍
講
。

十
三
日　
　

論
講
。
八
大
家
講
如
常
。

十
四
日　
　

侍
講
。

十
五
日　
　

侍
講
如
例
。

十
七
日　
　

小
学
會
。

十
九
日　
　

八
家
文
會
。

二
十
日　
　

 

無
次
講
（
次
講
は
柳
北
以
外
の
講
義
に
列
席
す
る
こ
と
）。

侍
講
如
例
。

二
十
二
日　

侍
講
如
例
。

二
十
三
日　

論
語
開
講
。
三
河
記
開
讀
。
午
下
例
月
小
集
。

二
十
四
日　

侍
講
如
例
。

二
十
五
日　

侍
講
如
例
。

二
十
八
日　

侍
講
如
例
。

二
十
九
日　

八
家
文
會
。

三
十
日　
　

侍
講
如
例
。

　

延
べ
二
十
一
日
に
わ
た
る
講
義
で
あ
る
。
下
調
べ
の
時
間
も
考
慮
に
入
れ
れ

ば
、
儒
者
と
し
て
は
か
な
り
厳
し
い
日
程
の
生
活
と
言
え
よ
う
。
講
義
の
記
録

は
ほ
ぼ
確
実
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
講
義
内
容
に
関
す
る
記
述
、
門
弟
た
ち

へ
の
評
価
と
い
っ
た
記
事
は
、
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
軍

侍
講
と
い
う
家
柄
を
相
続
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
に
、
篤
実
に
勤
務
に

い
そ
し
み
、
家
塾
で
の
教
育
、
運
営
に
つ
い
て
も
儒
者
と
し
て
の
誠
実
な
態
度

で
臨
ん
で
い
る
か
に
み
え
る
。

　
『
硯
北
日
録
』
が
こ
う
し
た
儒
者
の
講
義
記
録
だ
け
で
終
っ
て
い
れ
ば
、
ま

こ
と
に
味
気
の
な
い
メ
モ
ワ
ー
ル
と
し
て
の
日
記
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、

い
く
つ
か
の
興
味
深
い
記
事
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
抄
出
し
、
注
を
付
す
こ
と

に
す
る
。

月

一

二

三

閏
三

四

五

六

七

八

九

十

十
一
十
二

計

講
義

④

⑤

⑨

⑬

⑥

⑧

①

①

⑩

③

③

④

０

66
回
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二
　
遊
興
す
る
柳
北

　

成
島
家
は
人
の
出
入
り
の
激
し
い
家
で
あ
る
。
家
塾
が
あ
る
か
ら
当
然
で
は

あ
る
が
、
講
義
と
は
無
関
係
の
来
客
も
多
い
。
婚
姻
関
係
に
あ
る
永
井
家
と
の

交
際
を
始
め
、
友
人
た
ち
の
来
訪
も
頻
繫
で
あ
る
。
ま
た
、
柳
北
が
知
己
の
家

を
訪
問
す
る
回
数
も
少
な
く
な
い
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
酒
食
の
も
て
な
し
が
伴

う
こ
と
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
柳
北
は
か
な
り
交
際
好
き
な
性
格
と
見
え
る
。

陽
気
が
よ
く
な
れ
ば
物
見
遊
山
の
外
出
も
多
く
な
る
。
三
月
の
日
記
に
よ
れ
ば
、

遊
興
の
た
め
の
八
回
の
外
出
が
確
認
で
き
る
。

六
日　

庚
午
。
晴
又
陰
。
与
一
壺
、
乗
明
石
舟
、
以
捕
白
魚
于
二
州
。
味

鮮
。
小
喬
隨
焉
。
夜
喬
氏
。

（
友
人
の
一
壺
と
、
明
石
舟
に
乗
り
、
両
国
で
白
魚
捕
り
を
し
た
。
生
き

が
よ
く
て
旨
か
っ
た
。
小
喬
も
一
諸
。
夜
は
喬
氏
の
家
へ
）。

　

明
石
舟
は
柳
橋
の
船
宿
明
石
屋
の
舟
の
こ
と
。
柳
北
は
舟
遊
び
を
好
み
、
花

見
に
月
見
、
夏
は
烟
花
（
花
火
）
見
物
、
と
二
州
（
両
国
）
か
ら
向
島
あ
た
り

ま
で
舟
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
喬
氏
は
柳
橋
の
芸
妓
で
、
前
の
年
あ
た
り
か
ら

深
い
関
係
に
あ
る
。
小
喬
は
そ
の
妹
分
の
芸
妓
。

八
日　

壬
申
。
陰
。
雨
。
侍
讀
如
例
。
退
後
之
永
氏
。
書
籍
講
。
過
喬
氏
。

（
登
城
し
、
侍
読
を
終
え
、
帰
り
に
永
井
家
の
書
籍
講
を
済
ま
せ
た
後
、

喬
氏
宅
に
寄
る
）。

十
六
日　

庚
申
。
雨
。
訪
喬
氏
。
夜
大
風
。

（
こ
の
日
は
喬
氏
宅
に
邸
か
ら
直
行
し
て
い
る
）。

二
十
日　

甲
申
。
晴
。
登　

殿
。
無
侍
讀
。
過
昌
平
局
、
之
永
氏
。
与
芳

山
訪
喬
氏
、
酌
。
篁
氏
、
米
發
至
。

（
登
城
す
る
も
、
侍
読
は
休
み
﹇
病
気
な
ど
将
軍
の
都
合
に
よ
る
か
﹈。
昌

平
坂
学
問
所
に
寄
り
、
永
井
氏
宅
を
訪
問
し
、
永
井
家
の
同
族
の
永
井
芳

山
を
伴
っ
て
喬
氏
の
家
に
行
き
、
酒
を
酌
ん
だ
。
篁
氏
、
米
発
も
来
た
）。

篁
氏
は
お
竹
、
米
発
は
米
八
で
、
と
も
に
芸
妓
。

二
十
一
日　

乙
酉
。
陰
。
午
下
雨
。
与
芳
山
赴
本
法
寺
集
會
。
白
井
宗
伴

相
逢
。
此
日
過
長
叔
。
過
墨
堤
及
金
龍
山
、
櫻
花
少
綻
。
夜
過
喬
氏
。
与

坤
藏
面
。

（
友
人
の
芳
山
と
本
法
寺
（
成
島
家
菩
提
寺
）
の
集
ま
り
に
出
る
。
白
井

宗
伴
と
逢
う
。
長
尾
の
叔
父
の
家
に
寄
り
、
そ
の
足
で
、
隅
田
川
の
土
手

と
、
浅
草
に
ま
わ
る
が
、
桜
は
よ
う
や
く
綻
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
。
夜
は

喬
氏
の
家
へ
。
そ
こ
で
地
蔵
院
の
坊
主
と
顔
を
合
わ
す
）。

　

濹
堤
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
、
桜
の
開
き
加
減
の
下
見
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

坤
藏
と
は
地
蔵
の
宛
字
。
喬
氏
を
め
ぐ
っ
て
、
柳
北
は
地
蔵
院
の
住
職
と
張
り

合
っ
て
い
た
ら
し
い
。

二
十
五
日　

己
丑
。
晴
。
暄
。
登　

殿
。
無
侍
讀
。
午
下
與
恂
齋
倩
舟
于

篁
、
訪
花
於
濹
堤
、
食
膾
殘
、
太
美
。
八
重
児
陪
焉
。
晩
復
酌
篁
舍
、

過
喬
氏
。
岳
母
來
宿
。

　

恂
齋
（
伊
沢
兵
九
郎
）
と
舟
を

篁
（
若
竹
の
宛
字
。
柳
橋
の
船
宿
）
で
や

と
い
、
濹
堤
で
花
見
を
す
る
。
膾
残
は
肉
の
煮
物
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
柳
橋

新
誌
』
で
は
シ
ラ
ウ
オ
と
訓
ん
で
い
る
。
小
鍋
仕
立
て
に
で
も
し
た
の
か
、
大

変
気
に
入
っ
た
よ
う
だ
。
お
八
重
（
八
重
児
）
と
い
う
芸
妓
が
相
伴
す
る
。
篁

舍
は
竹
屋
と
い
う
料
亭
。
そ
こ
で
酒
を
酌
み
、
喬
氏
の
家
へ
。
帰
宅
す
る
と
、
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永
井
の
義
母
が
泊
り
に
来
て
い
た
。

二
十
六
日　

庚
寅
。
暄
。
訪
華
芸
氏
、
之
喬
氏
。
坤
藏
在
。
優
勝
五
亦
會
。

夜
拉
珠
児
、
赴
河
永
。

（
華
芸
﹇
奥
詰
医
師
・
吉
田
秀
貞
﹈
氏
を
訪
ね
、
喬
氏
の
家
に
行
く
と
、

地
蔵
院
の
坊
主
が
来
て
い
た
。
夜
は
お
玉
と
い
う
芸
妓
を
連
れ
て
、
深
川

の
永
井
氏
宅
に
行
っ
た
）。

　

優
勝
五
の
優
に
は
楽
人
の
意
味
も
あ
る
の
で
、
長
唄
の
杵
屋
勝
五
郎
で
は
な

い
か
。
芸
妓
を
連
れ
て
個
人
の
家
を
訪
ね
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
、
御
典
医
の
桂
川
甫
周
の
娘
・
今
泉
み
ね
の
『
名
ご
り
の
夢
』
に

も
、
自
宅
で
宴
会
を
催
す
と
き
、
し
ば
し
ば
芸
妓
を
侍
ら
し
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

二
十
七
日　

辛
卯
。
又
暄
。
岳
母
、
細
君
、
阿
復
等
訪
花
于
濹
。
余
亦
欲

踵
之

。
駕
明
石
舟
、
購
酒
于
喬
氏
、
抵
濹
。
不
及
花
候
十
分
、
暮
色
艶

然
。
夜
過
喬
氏
。
復
与
坤
老
面
。

（
義
母
、
妻
、
お
復
な
ど
女
ど
も
が
濹
堤
に
花
見
に
出
掛
け
た
。
余
も
亦
、

急
い
で
後
を
追
っ
た
。
明
石
屋
の
舟
を
雇
い
、
喬
氏
の
家
で
酒
を
買
い
、

濹
堤
に
行
っ
て
み
る
と
、
満
開
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
夕
暮
れ
時
の
残

光
を
浴
び
て
、
花
は
艶
め
か
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
夜
は
喬
氏
の
家
へ
。

ま
た
も
地
蔵
院
の
坊
主
と
顔
を
合
せ
た
）。

　

二
十
五
、
六
、
七
と
三
日
連
続
の
花
見
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
春
風
駘
蕩
と

い
っ
た
風
情
で
、
喬
氏
の
家
に
も
こ
の
月
は
六
回
も
出
掛
け
て
い
る
。
侍
読
と

し
て
の
公
務
や
、
邸
で
の
講
義
に
励
む
中
、
閑
暇
を
見
つ
け
て
は
積
極
的
に
遊

興
を
楽
し
む
、
青
年
儒
者
成
島
柳
北
の
い
か
に
も
都
会
人
ら
し
い
ス
マ
ー
ト
な

過
ご
し
方
を
、『
硯
北
日
録
』
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
一

方
で
、
時
は
幕
末
で
あ
り
、
八
年
後
に
は
江
戸
城
明
渡
し
と
な
る
、
世
情
騒
然

と
し
た
時
代
の
最
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
柳
北
の
政
治
的
立
場

三
日　

丁
卯
。
雪
霏
。
風
凍
。
上
巳
佳
節
。
登　

殿
。
奉
賀
照
例
。
如
本

城
朝
。
途
見
闘
傷
者
両
人
于
龍
口
。
既
而
聞
、
今
朝
辰
牌
下
、
水
藩
兇
徒

十
七
名
刄
我
元
老
彦
根
侯
於
櫻
田
門
外
。
可
堪
憤

哉
。
可
勝
浩
嘆
哉
。

一
酌
排
悶
。
芳
山
、
一
壺
來
話
。

　

三
月
三
日
は
五
節
気
の
一
つ
、
上
巳
の
日
、
桃
の
節
句
に
あ
た
る
。
そ
の
佳

節
の
朝
、
雪
が
霏
々
と
し
て
降
り
し
き
る
な
か
、
登
城
の
途
中
の
柳
北
は
、
和

田
倉
門
近
く
の
龍
ノ
口
で
、
刃
傷
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
手
負
い
の
二
人
の

武
士
を
見
か
け
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
午
前
八
時
こ
ろ
か
、
水
戸
藩
の

兇
徒
十
七
名
が
大
老
彦
根
侯
井
伊
直
弼
を
桜
田
門
外
に
て
刃
傷
に
及
ん
だ
と
い

う
。
怒
り
の
抑
え
よ
う
も
な
く
、
悲
し
み
の
と
ど
め
よ
う
も
な
い
。
酒
を
飲
ん

で
、
苦
し
み
を
紛
ら
わ
す
し
か
な
い
。
芳
山
、
一
壺
が
話
に
来
て
く
れ
た
。

四
日　

戊
辰
。
陰
。
直　

営
。
侍
讀
。
伊
澤
、
秋
山
来
。
昨
日
之
議
紛
紜
、

不
止
。

（
伊
沢
、
秋
山
が
来
て
、
大
老
暗
殺
の
事
で
議
論
が
沸
騰
し
、
止
ま
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
）。

　

幕
閣
の
中
心
人
物
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
、
未
曾
有
の
事
件
が
出
来
し
た
の

で
あ
る
。「
可
堪
憤

哉
。
可
勝
浩
嘆
哉
」
と
い
う
の
は
、
将
軍
侍
講
と
い
う

立
場
に
あ
れ
ば
、
当
然
の
反
応
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
城
内
は
大
混
乱
の
極
に
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あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
表
と
呼
ば
れ
る
公
式
の
政
務

を
取
り
仕
切
る
場
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
柳
北
が
勤
務
す
る
奥
に
あ
っ
て
は
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
時
間
が
流
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
奥
と
は
将
軍
の
住
い

す
る
私
的
空
間
で
あ
る
か
ら
だ
。
事
実
、
四
日
以
降
の
記
載
を
見
て
も
、
い
つ

も
通
り
に
講
義
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

表
と
奥
と
の
出
入
り
は
厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
お
り
、
互
い
の
通
行
は
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
柳
北
の
祖
父
で
あ
る
成
島
司
直
は
天
保
十
四
年

六
月
、
叱
責
の
処
分
を
受
け
て
い
る
が
、
処
分
の
理
由
は
、
表
役
と
同
様
の
振

る
舞
い
を
し
、
み
だ
り
に
表
と
奥
と
の
通
行
を
し
た
、
奥
儒
者
は
奥
の
み
の
勤

め
で
あ
り
、
表
方
と
は
没
交
渉
で
あ
る
べ
き
就
業
規
則
に
違
反
し
た
と
い
う
も

の
で
あ
）
3
（
る
。

　

侍
講
と
い
う
職
は
、
将
軍
の
私
的
な
場
で
あ
る
奥
で
、
治
政
の
原
理
と
し
て

の
儒
学
を
将
軍
に
教
育
す
る
の
が
役
目
で
あ
り
、
現
実
の
政
治
に
対
す
る
発
言

な
ど
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
侍
講
を
奥
儒
者
と
も
い
う
の
は
、
あ
く
ま

で
奥
向
の
将
軍
の
私
的
な
教
育
係
と
い
う
こ
と
で
、
御
典
医
を
奥
医
師
と
い
う

の
と
同
じ
で
あ
り
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
列
に
置
か
れ
て
い
た
。
表
と
奥
と
の
通
行

禁
止
は
、
侍
講
と
い
う
立
場
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。
現
実
政
治
と
は
か
か

わ
り
を
持
つ
な
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
硯
北
日
録
』
に
お
い
て
さ
え
も
、

政
治
的
な
感
想
等
は
皆
無
に
近
い
。
大
老
暗
殺
と
い
う
幕
府
の
根
幹
を
揺
る
が

す
よ
う
な
大
事
件
に
あ
っ
て
も
、
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
柳
北
の
個
人
的
感

想
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
悲
嘆
を
あ
ら
わ
す
僅
か
十
文
字
だ
け
で
あ
る
。

江
戸
城
の
中
枢
に
勤
務
し
て
お
り
な
が
ら
、
政
治
的
発
言
を
一
切
封
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
柳
北
に
と
っ
て
相
当
の
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

幕
府
と
は
、
出
征
中
の
将
軍
の
陣
営
を
意
味
し
て
お
り
、『
硯
北
日
録
』
に

お
い
て
も
、
登
城
す
る
こ
と
を
、「
登　

営
」、「
直　

営
」
な
ど
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
開
府
以
来
、
文
治
主
義
を
治
政
の
原
則
と
し
た
徳
川
幕
府
で
あ
る
が
、

政
治
的
に
安
定
を
見
る
の
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
こ
ろ
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

表
向
き
に
は
、
幕
府
と
い
う
名
の
戦
時
体
勢
を
構
え
つ
つ
も
、
文
治
主
義
が
漸

く
徹
底
さ
れ
て
、
儒
学
を
根
本
理
念
と
す
る
治
政
の
方
針
が
固
め
ら
れ
て
い
っ

た
。
成
島
家
が
将
軍
侍
講
職
を
代
々
勤
め
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ
の
頃
か
ら

で
あ
り
、
成
島
信の
ぶ

遍ゆ
き

（
錦
江
）
が
初
代
の
侍
講
と
な
っ
た
。
享
保
四
年
よ
り
、

そ
の
好
学
が
認
め
ら
れ
、
奥
坊
主
と
い
う
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
吉
宗
の
休
息

所
に
召
さ
れ
、
し
ば
し
ば
書
を
講
じ
た
と
さ
れ
）
4
（
る
。
信
遍
の
後
、
和か
ず

鼎さ
だ

、
勝
雄
、

司も
と

直な
お

、
良よ
し

譲ま
つ

（
稼
堂
）
と
続
き
、
柳
北
に
至
っ
て
い
る
。
享
保
四
年
か
ら
数
え

れ
ば
、
お
よ
そ
百
四
十
年
間
に
わ
た
り
成
島
家
の
侍
講
職
が
続
い
た
こ
と
に
な

り
、
こ
の
年
の
一
月
十
九
日
に
、
錦
江
先
生
百
年
家
祭
を
行
な
っ
た
こ
と
が
、

「
十
九
日　

甲
申
。
晴
。
詩
歌
發
會
。
且
舉　

錦
江
先
生
百
年
家
祭
賦
」
と

『
日
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

安
政
元
年
、
柳
北
が
家
督
を
継
ぎ
、
十
八
歳
で
侍
講
見
習
と
し
て
奥
儒
者
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
時
、
す
で
に
世
の
中
は
事
実
上
の
戦
時
体
制
に

入
り
つ
つ
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
ペ
リ
ー
艦
隊
の
江
戸

湾
侵
入
を
は
じ
め
と
し
て
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
率
い
る
ロ
シ
ア
艦
隊
の
動
向
も
国

防
上
の
大
問
題
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
未
曽
有
の
国
難
に
取
り
組
む
の
で
あ
る
が
、

長
く
続
い
た
太
平
の
世
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
惰
性
の
故
か
、
危
機
管
理
体
制
の

不
備
を
い
た
ず
ら
に
放
置
し
て
い
る
が
ご
と
き
状
況
で
あ
っ
た
。『
硯
北
日
録
』

に
は
城
内
で
行
な
わ
れ
る
年
中
行
事
の
記
載
が
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
旧
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習
を
漏
れ
な
く
守
っ
て
、
危
機
的
状
況
な
ど
無
き
が
ご
と
く
、
あ
た
か
も
別
世

界
の
よ
う
な
時
間
の
流
れ
が
城
内
に
は
漂
っ
て
い
た
。『
日
録
』
を
見
る
限
り
、

安
政
元
年
か
ら
万
延
元
年
ま
で
の
七
年
間
、
変
わ
る
こ
と
な
く
行
事
は
続
け
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
幕
府
は
戦
時
の
本
営
で
あ
る
べ
き
状
況
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
文
治
の
余
燻
の
中
で
、
将
軍
は
午
後
の
ひ
と
時
を
、
休
息
の
間
に

お
い
て
講
義
に
耳
を
傾
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
万
延
元
年
の
柳
北
の
侍
講
と
し

て
の
多
忙
な
日
程
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

青
年
儒
者
と
し
て
の
柳
北
は
勤
勉
に
し
て
誠
実
で
あ
る
。「
経
世
済
民
」
の

学
を
奉
じ
、
日
々
実
践
し
て
い
る
青
年
儒
者
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
手
を
こ

ま
ね
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
柳
北
の
内
面
に
煩
悶
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
青
年
儒
者
柳
北
の
唯
一
の
内
面
吐
露
の
手
だ
て
は
、
漢
詩
に
よ
る
表

現
の
世
界
に
あ
っ
た
。
柳
北
の
詩
集
『
寒
檠
小
稿
』
に
は
次
の
よ
う
な
七
言
律

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
）
5
（
る
。

歳
晩
書
懐　
　
　
　
　

歳
晩
、
懐
ひ
を
書
す

天
妖
地
孼
耳
頻
驚　
　

天
妖
地ち

孼げ
つ　

耳
頻
り
に
驚
く

驚
裏
怱
怱
歳
月
征　
　

驚
裏　

怱
怱
と
し
て
歳
月
征
く

春
意
繰
糸
晴
柳
影　
　

春
意　

糸
を
繰
る　

晴
柳
の
影

暁
寒
裂
帛
断
鴻
声　
　

暁
寒　

帛き
ぬ

を
裂
く　

断
鴻
の
声

嗜
書
毎
笑
身
同
蠹　
　

 

書
を
嗜
ん
で
毎
に
笑
ふ　

身
は
蠹と

に
同
じ
き
こ
と

を

提
剣
元
期
勢
截
鯨　
　

剣
を
提
げ
て
元
期
す　

勢　

鯨
を
截
ら
ん
こ
と
を

十
八
年
間
成
底
事　
　

十
八
年
間　

底な
に

事ご
と

を
か
成
す

自
嘲
碌
碌
鯫
儒
生　
　

自
ら
嘲
る　

碌
碌
た
る
鯫そ
う

儒じ
ゅ

生

　

こ
の
詩
は
、
柳
北
十
八
歳
の
安
政
元
年
の
作
で
あ
る
。
前
年
に
引
き
続
き
、

ペ
リ
ー
の
艦
隊
が
来
航
し
、
こ
の
年
の
正
月
に
は
江
戸
湾
に
侵
入
し
た
た
め
、

江
戸
市
中
は
大
混
乱
に
お
ち
い
っ
た
。
は
じ
め
の
二
句
は
そ
の
状
況
を
示
し
て

い
る
。
そ
し
て
五
句
六
句
で
儒
生
と
し
て
書
物
を
手
放
さ
な
い
我
身
を
、
紙
魚

同
然
だ
と
苦
笑
い
す
る
。
自
分
は
も
と
も
と
剣
を
と
っ
て
鯨
を
切
る
（
外
国
船

を
や
っ
つ
け
る
）
勇
壮
な
こ
と
を
や
り
た
か
っ
た
の
だ
、
と
言
い
、
終
り
の
二

句
で
、
十
八
年
間
自
分
は
何
を
や
っ
て
来
た
の
だ
と
、
平
凡
な
取
る
に
足
り
な

い
儒
者
で
あ
る
こ
と
を
、
自
嘲
し
て
い
る
。

　

こ
の
と
き
、
柳
北
は
十
八
歳
の
侍
講
見
習
の
状
態
で
あ
り
、
悲
憤
慷
慨
の
客

気
を
額
面
通
り
に
受
取
っ
て
よ
い
も
の
か
、
躊
躇
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

日
野
龍
夫
氏
は
、「
儒
学
に
対
す
る
有
効
性
に
対
す
る
懐
疑
が
、
儒
学
の
家
を

継
い
だ
当
初
か
ら
柳
北
を
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
」
と
論
じ
て
い
）
6
（
る
。

四
　『
柳
橋
新
誌
』
の
執
筆

　

勤
勉
な
る
儒
者
、
花
柳
世
界
の
遊
興
者
、
悲
憤
慷
慨
の
士
。
二
十
四
歳
に
し

て
柳
北
に
は
い
く
つ
も
の
貌
が
あ
る
。
そ
の
柳
北
が
勤
勉
と
遊
興
の
合
間
に
も

の
し
た
の
が
、
後
世
に
遺
る
花
柳
文
学
の
傑
作
『
柳
橋
新
誌
』
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
貌
、「
文
人
」
が
加
わ
る
。

　
『
柳
橋
新
誌
』
初
編
の
終
り
近
く
、
柳
橋
の
芸
妓
連
中
の
名
を
列
挙
し
た
後
、

注
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
）
7
（
る
。

此
の
編
、
己
未
仲
冬
に
成
る
。
故
に
此
に
列
す
る
者
は
、
皆
戊
午
・
己
未

間
の
人
な
り
。
而
し
て
阿
兼
、
菊
二
、
小
照
、
梅
吉
の
若
き
者
数
名
は
、

皆
小
妓
に
し
て
、
今
茲
庚
申
に
至
つ
て
大
妓
と
為
る
者
。
及
び
米
八
、
延
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玉
の
徒
は
、
亦
皆
新
た
に
名
を
掲
ぐ
る
こ
と
今
年
に
在
る
者
。
此
等
は
皆

庚
申
の
新
秋
、
追
補
し
て
記
す
る
に
係
る
。

　

己
未
仲
冬
は
安
政
六
年
十
一
月
に
あ
た
り
、
そ
の
時
、
い
っ
た
ん
稿
が
成
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
庚
申
の
新
秋
に
追
補
し
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。
庚
申
の
新
秋
は
万
延
元
年
の
七
月
に
あ
た
る
。『
硯
北
日
録
』
の
同

年
七
月
五
日
の
条
に
は
、「
五
日　

丁
酉
。
晴
。
柳
橋
新
誌
成
編
。
云
々
」
と

あ
り
、
こ
の
日
に
成
稿
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
筆
を
起
し
た

の
は
何
時
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
柳
北
の
外
孫
で
あ
る
大
島
隆
一
氏
の
著

で
あ
る
『
柳
北
談
叢
』
の
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
『
硯
北
日
録
』
安
政
六
年
の
次
の
よ
う
な
記
事
が
、
引
用
さ
れ
て

い
る
。九

月
朔　

丁
卯
。
風
雨
。
登　

殿
。
拜
賀
例
の
如
し
。
新
誌
を
草
す
。

　

し
た
が
っ
て
、『
柳
橋
新
誌
』
は
、
安
政
六
年
九
月
一
日
に
起
筆
さ
れ
、
同

年
十
一
月
に
い
っ
た
ん
成
編
と
し
た
が
、
翌
年
の
万
延
元
年
七
月
五
日
に
追
補

を
書
き
終
え
て
、
完
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

安
政
三
年
の
十
一
月
に
将
軍
侍
講
に
就
任
し
た
柳
北
が
、
柳
橋
に
出
遊
す
る

よ
う
に
な
る
の
は
安
政
四
年
か
ら
で
、
二
十
一
歳
の
年
で
あ
る
。『
日
録
』
に

よ
れ
ば
、
前
年
あ
た
り
か
ら
夫
婦
関
係
が
こ
じ
れ
た
の
か
、
妻
女
の
瀏
が
し
ば

し
ば
実
家
に
帰
る
記
事
が
見
ら
れ
、
こ
の
年
の
三
月
十
七
日
に
は
つ
い
に
「
此

夜
阿
瀏
大
歸
于
其
家
」
と
あ
り
、
同
二
十
五
日
に
は
「
如
狩
野
氏
、
決
細
君
大

去
之
事
也
。
携
金
廿
圓
返
之
」
と
見
え
て
、
正
式
に
離
婚
し
た
。
こ
の
こ
と
は

多
少
な
り
と
も
出
遊
の
回
数
を
増
や
す
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
ヵ

月
も
立
た
な
い
四
月
七
日
の
記
事
に
「
永
井
主
膳
母
來
、
議
再
婚
之
事
。
蓋
今

日
而
決
也
」
と
あ
っ
て
、
早
々
と
再
婚
を
決
め
、
同
十
四
日
に
は
「
使
嘉
平
於

本
所
永
井
主
膳
氏
、
納
采
」
と
あ
り
、
二
十
四
日
に
は
婚
礼
を
挙
げ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
永
井
家
は
七
百
石
の
旗
本
で
、
御
書
院
番
を
勤
め
る
家
柄
で
あ
る

が
、
主
膳
が
そ
の
役
を
襲
う
の
は
安
政
五
年
の
こ
と
で
あ
）
8
（
る
。

　

永
井
家
と
の
婚
姻
関
係
が
成
立
し
た
こ
と
が
、
実
は
皮
肉
な
こ
と
に
柳
北
の

遊
興
の
頻
度
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
当
主

の
永
井
主
膳
が
多
趣
味
な
い
わ
ゆ
る
通
人
で
あ
り
、
弓
の
稽
古
を
し
ば
し
ば
共

に
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
柳
北
と
意
気
投
合
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
主
膳
の

母
と
い
う
人
も
こ
れ
ま
た
遊
び
好
き
の
メ
リ
ー
ウ
イ
ド
ー
で
あ
っ
た
。
料
亭
に
、

舟
遊
び
に
と
、
柳
北
と
永
井
家
と
の
遊
興
の
回
数
が
頻
繁
に
な
る
。

　

柳
北
の
邸
か
ら
神
田
川
に
か
か
る
和
泉
橋
ま
で
は
ほ
ん
の
数
百
メ
ー
ト
ル
、

そ
こ
か
ら
柳
橋
ま
で
は
歩
い
て
十
五
分
ほ
ど
か
、
舟
を
雇
え
ば
、
神
田
川
を
東

に
下
っ
て
す
ぐ
で
あ
る
。『
柳
橋
新
誌
』
初
編
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
）
9
（
る
。夫

れ
柳
橋
の
地
は
乃
ち
神
田
川
の
咽
喉
な
り
。
而
し
て
両
国
橋
と
相
距
る
、

僅
か
に
数
十
弓ケ
ン

の
み
。
故
に
江
都
舟
楫
の
利
、
斯
の
地
を
以
て
第
一
と
為

し
て
、
遊ヤ
ネ

舫ブ
ネ

・
飛チ

ヨ
キ舸

最
も
多
し
と
為
す
。
其
の
南
、
日
本
橋
・
八
町
渠
・

芝
浦
・
品
川
に
赴
く
者
、
北
、
浅
草
・
千
住
・
墨
陀
・
橋
塲
に
向
ふ
者
、

東
は
則
ち
本
所
・
深
川
・
柳
島
・
亀
井
戸
の
来
往
、
西
は
則
ち
下
谷
・
本

郷
・
牛
籠
・
番
街
の
出
入
、
皆
此
を
過
ぎ
ざ
る
者
な
く
、
五
街
の
娼
肆
に

遊
び
、
三
場
の
演シ
バ
ヰ劇
を
観
、
及
び
探
花
・
泛
月
・
納
涼
・
賞
雪
の
客
も
、

亦
皆
水
路
を
此
に
取
る
。
故
に
船フ
ナ
ヤ
ド商
の
戸
、
舟セ
ン
ド
ウ子
の
口
、
星
羅
雲
屯
（
ほ

し
の
ゴ
ト
ク
つ
ら
な
り
く
も
の
ゴ
ト
ク
た
む
ろ
し
）、
他
郷
の
及
ぶ
所
に
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非
ず
し
て
、
釣ツ
リ

艇ブ
ネ

・
網ア
ミ

舸ブ
ネ

の
徒
、
其
の
間
に
居
る
。

　

江
戸
の
町
は
水
路
が
発
達
し
て
い
た
か
ら
、
交
通
機
関
と
し
て
船
は
頻
繁
に

用
い
ら
れ
た
。
柳
橋
は
、
神
田
川
が
隅
田
川
に
そ
そ
ぐ
出
口
に
位
置
し
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
こ
こ
か
ら
は
東
西
南
北
ど
こ
へ
行
く
に
も
便
利
な
地
の
利
を
得
て

い
た
の
で
、
必
然
的
に
船
宿
が
集
ま
り
、
遊
客
を
運
ん
だ
。
周
辺
に
は
名
高
い

料
亭
が
軒
を
な
ら
べ
、
宴
の
席
に
侍
る
芸
妓
も
多
く
、
深
川
が
衰
退
し
た
幕
末

の
江
戸
で
は
、
最
も
盛
ん
な
花
街
で
あ
っ
た
。
柳
橋
の
芸
妓
に
つ
い
て
『
柳
橋

新
誌
』
初
編
は
記
）
10
（
す
。

江
都
、
歌
妓
の
多
く
し
て
佳
な
る
者
、
斯
の
地
を
以
て
冠イ
チ

と
為
す
。
芳

原
・
品
川
も
、
固
よ
り
皆
歌
妓
を
貯
ふ
。
然
れ
ど
も
娼
ヂ
ヨ
ロ
ウ

を
以
て
主
と
為

す
。
妓
は
則
ち
之
が
役
た
る
の
み
。（
中
略
）

其
の
粧
飾
淡
に
し
て
趣
あ
り
。
其
の
意
気
爽
に
し
て
媚
び
ず
。
世
俗
謂
は

ゆ
る
、
神
田
上
水
を
飲
む
江
戸
児
の
気
象
な
る
者
に
し
て
、
深
川
の
余
風

を
存
す
る
な
り
。
他
方
に
超
乗
す
る
、
亦
是
れ
を
以
て
に
あ
ら
ず
や
。

　

柳
北
の
柳
橋
の
芸
妓
に
対
す
る
評
価
は
、
こ
の
二
点
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。

歌
妓
の
本
領
は
あ
く
ま
で
唄
や
三
味
線
な
ど
の
芸
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
や
た

ら
に
枕
を
交
わ
す
よ
う
な
妓
は
低
く
見
ら
れ
た
。
衣
裳
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

地
味
目
、
化
粧
も
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
て
、
気
風
は
意
気
で
爽
や
か
で
客
に
媚

び
な
い
。
水
道
の
水
で
産
湯
を
使
っ
た
江
戸
っ
子
で
、
深
川
風
の
勇
み
肌
で

男
っ
ぽ
い
よ
う
な
気
立
て
を
売
り
に
し
た
。

　

柳
北
は
育
ち
の
良
い
貴
公
子
に
し
て
、
将
軍
の
侍
講
で
あ
る
。
遊
び
方
に
も

自
ず
と
節
度
が
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
初
め
の
内
は
一
人
で
出
掛
け
る
よ
う

な
こ
と
は
、
ま
ず
無
か
っ
た
。
友
人
た
ち
を
引
き
連
れ
、
明
る
く
陽
気
に
宴
を

楽
し
ん
だ
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
柳
北
に
柳
橋
は
江
戸
っ
子
好
み
の
う
っ
て

つ
け
の
花
街
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
永
井
家
の
面
々
と
の
交
際
が
重
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
永
井
家
の
邸
は
、
柳
橋
の
斜
め
対
岸
、
竪
川
の
最
初
に
か

か
る
一
ッ
目
橋
の
す
ぐ
近
く
で
あ
っ
）
11
（
た
。
柳
橋
を
挟
ん
で
両
家
の
位
置
は
ほ
ぼ

同
じ
距
離
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
柳
橋
は
お
誂
え
の
好
立
地
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

花
柳
界
に
と
っ
て
、
柳
北
の
よ
う
な
経
験
不
足
で
、
金
離
れ
が
よ
く
、
お
ま

け
に
上
品
な
お
坊
ち
ゃ
ん
と
く
れ
ば
、
最
上
の
客
で
あ
っ
た
ろ
う
。
授
業
料
も

高
く
つ
い
た
に
違
い
な
い
。
柳
北
の
親
友
・
柳
川
春
三
に
よ
れ
ば
、『
柳
橋
新

誌
』
を
書
き
上
げ
る
ま
で
に
使
っ
た
遊
興
費
は
二
千
両
を
下
ら
な
い
で
あ
ろ
う

と
い
わ
れ
）
12
（
る
。
金
額
は
と
も
か
く
と
し
て
、
安
政
四
年
か
ら
万
延
元
年
ま
で
、

四
年
間
の
日
記
の
記
述
か
ら
み
て
も
、
遊
興
に
費
や
し
た
時
間
と
金
は
莫
大
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
功
成
り
名
を
揚
げ
た
相
応
の
人
物
で
あ
る
な
ら
ま
だ
し
も
、

二
十
一
歳
か
ら
二
十
四
歳
と
い
う
青
年
期
の
若
者
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
家
督

を
継
ぎ
、
将
軍
侍
講
と
い
う
要
職
に
あ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
行
動
が
あ
っ
て

も
、
問
題
に
さ
れ
る
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　

無
論
、
柳
北
は
た
だ
の
人
の
良
い
お
坊
ち
ゃ
ん
で
は
な
か
っ
た
。
い
た
ず
ら

に
金
を
捲
き
あ
げ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
柳
北
は
、
冷
静
な
、
と
い
う

よ
り
も
冷
徹
な
観
察
力
を
そ
な
え
て
い
た
。
洗
練
の
極
致
に
ま
で
磨
き
上
げ
ら

れ
た
遊
び
の
世
界
を
、
流
麗
な
漢
文
で
描
き
上
げ
る
一
方
で
、
金
が
す
べ
て
に

優
先
す
る
花
柳
界
の
実
態
を
容
赦
な
く
暴
露
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ

る
暴
露
記
事
特
有
の
品
の
無
さ
と
い
う
も
の
が
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
む
し

ろ
あ
る
種
の
清
々
し
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
明
治
に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
柳
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橋
新
誌
』
の
表
紙
に
、
成
島
柳
北
戯
著
と
あ
る
こ
と
が
、
柳
北
の
文
学
に
対
す

る
ス
タ
ン
ス
を
闡
明
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
余
や
狂
愚
の
一
書
生
、
凹
硯
禿
筆
、
僅
か
に
其
の
口
を
糊
す
る
者
」
と
、

序
文
に
お
い
て
柳
北
は
身
を
や
つ
し
て
い
る
。「
赤
貧
洗
ふ
が
如
」
き
で
、
花

柳
の
世
界
な
ど
ま
っ
た
く
無
縁
な
者
だ
が
、
訳
知
り
の
遊
蕩
児
の
話
を
聴
い
て
、

一
書
に
ま
と
め
た
と
い
う
。
正
人
君
子
が
読
ん
だ
ら
唾
棄
し
て
棄
て
ら
れ
る
体

の
も
の
だ
が
、「
正
人
君
子
の
記
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
の
者
に
し
て
、
余
が

輩
の
当
に
記
す
べ
き
所
な
り
」
と
し
て
お
り
、
一
種
の
開
き
直
り
を
見
せ
て
い

る
。
そ
し
て
「
蓋
し
余
の
知
る
所
の
者
を
記
す
の
み
。
知
ら
ざ
る
所
の
者
は
、

亦
将
に
狂
愚
余
の
若
き
者
あ
つ
て
附
益
せ
ん
と
す
」
と
し
て
、『
柳
橋
新
誌
』

と
い
う
戯
著
の
い
わ
ば
正
当
性
を
宣
言
し
て
い
る
。

　

こ
の
序
文
に
つ
い
て
前
田
愛
氏
は
『
成
島
柳
北
』
に
お
い
）
13
（
て
、
次
の
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。

こ
の
韜
晦
の
ポ
ー
ズ
を
柳
北
が
あ
え
て
選
ん
だ
事
情
は
、
も
う
少
し
こ
み

い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
柳
北
自
身
の
醒
め
た

自
意
識
、
な
い
し
は
文
学
精
神
の
核
心
に
か
か
わ
る
問
題
な
の
だ
。
私
た

ち
が
落
ち
こ
み
か
ね
な
い
誤
解
の
ひ
と
つ
は
、
柳
橋
に
耽
溺
す
る
柳
北
に

柳
営
の
職
務
か
ら
解
き
は
な
た
れ
た
ひ
と
と
き
を
無
邪
気
に
享
楽
し
て
い

る
「
蕩
子
」
の
あ
り
よ
う
を
想
定
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
想
定

が
紛
ら
わ
し
い
の
は
、
雅
の
世
界
、
あ
る
い
は
経
学
の
世
界
に
つ
な
ぎ
と

め
ら
れ
て
い
る
柳
北
と
、
市
井
の
俗
な
る
世
界
に
遊
ぶ
柳
北
と
の
あ
い
だ

に
あ
っ
た
は
ず
の
微
妙
な
緊
張
関
係
が
な
し
く
ず
し
に
否
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
。

　
「
雅
の
世
界
、
あ
る
い
は
経
学
の
世
界
に
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
た
」
青
年
儒
者

と
、「
市
井
の
俗
な
る
世
界
に
遊
ぶ
」
遊
興
者
と
の
あ
い
だ
の
「
微
妙
な
緊
張

関
係
」
を
維
持
す
る
も
の
こ
そ
、「
や
つ
し
の
美
学
」
で
あ
る
と
、
前
田
氏
は

規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
れ
は
厳
格
な
経
学
の
世
界
か
ら
の
解
放
を
約
束

す
る
証
し
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
井
の
俗
な
る
世
界
に
た
い
し
て
一
定
の
距
離

を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
自
身
の
精
神
の
自
由
を
保
持
す
る
一
種
の
擬

態
で
も
あ
っ
た
」。
そ
の
精
神
の
自
由
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
冷
徹
な
観
察
力
に

よ
っ
て
、
俗
の
俗
た
る
柳
橋
の
花
柳
世
界
を
、
雅
趣
た
っ
ぷ
り
に
描
き
切
っ
た

『
柳
橋
新
誌
』
が
生
れ
た
の
で
あ
り
、「
文
人
」
柳
北
の
誕
生
と
な
る
の
で
あ
る
。

五
　
風
流
の
極
意

　

唐
木
順
三
氏
は
『
無
用
者
の
系
譜
』
に
お
い
て
、
文
人
気
質
と
風
流
と
の
関

係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
）
14
（
る
。

元
来
、
文
人
気
質
と
い
ふ
の
は
、
修
身
齊
家
を
口
先
だ
け
で
説
く
道
學
先

生
に
對
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
し
て
起
こ
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
尋
常
爲

政
者
の
期
待
に
應
じ
て
支
配
者
に
好
都
合
な
學
説
を
し
か
つ
め
ら
し
く
學

習
す
る
官
學
に
對
す
る
野
人
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で
あ
り
、
意
識
し
て
修

身
齊
家
を
ふ
み
は
ず
し
た
デ
カ
ダ
ン
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
そ
こ
に
お
の
お

の
好
む
と
こ
ろ
の
詩
の
世
界
を
た
て
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
彼
等
の
風
流

風
狂
の
世
界
で
あ
っ
た
。

　

柳
北
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
官
学
の
人
で
あ
る
。
表
向
き
は
日
々
の
公
務
を
勤
勉

に
果
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
儒
学
の
有
効
性
に
対
す
る

懐
疑
の
念
が
十
八
歳
の
作
詩
に
、
そ
の
萌
し
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
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『
柳
橋
新
誌
』
初
編
に
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
）
15
（
る
。

夫
れ
修
身
斉
家
の
講
コ
ウ
シ
ヤ
ク

、
若
し
用
ふ
る
所
な
く
ば
（
ヤ
ク
ニ
タ
タ
ヌ
ク

ラ
イ
ナ
ラ
）、
則
ち
彼
の
短ハ
ウ
タ哇

・
新ハ

ヤ
リ
モ
ノ詞

の
、
以
て
人
の
耳
を
悦
ば
し
む
る

に
如
か
ず
。
補ほ

陽や
う

調て
う

陰い
ん

の
匙
、
若
し
其
の
治
を
弁
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
彼
の

興
を
鼓
し
酔
ひ
を
勧
む
る
の
象
ザ
ウ
ゲ
ノ

撥バ
チ

に
如
か
ず
。
笑
ふ
べ
き
の
み
。
吁
嗟
、

世
を
済
ひ
教
へ
を
播し

く
の
士
、
命
を
司
ど
り
夭
を
救
ふ
の
人
に
し
て
、
却

つ
て
婀
娜
繊
弱
の
女
に
愧
づ
る
こ
と
あ
る
、
哀
れ
む
に
勝た

ふ
べ
け
ん
や
。

　

役
に
も
立
た
な
い
講
釈
を
わ
め
き
ち
ら
す
儒
者
、
調
剤
の
匙
加
減
ひ
と
つ
満

足
に
で
き
な
い
医
者
な
ど
、
三
味
線
や
歌
で
座
を
盛
り
上
げ
る
か
よ
わ
い
芸
妓

に
も
お
と
る
。
唐
木
順
三
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
柳
北
は
「
意
識
し
て
修
身

斉
家
を
ふ
み
は
ず
し
」
て
み
せ
る
が
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で
あ
る
に
は
、
官
学

に
忠
実
に
し
て
勤
勉
で
あ
り
、
デ
カ
ダ
ン
と
な
る
に
は
、
将
軍
侍
講
と
い
う
家

柄
が
、
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
文
人
と
し
て
の
柳
北
が
活
路
を
求
め
た
の
は
、

「
好
む
と
こ
ろ
の
詩
の
世
界
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

成
島
家
の
詩
会
は
毎
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
て
い
た
が
、『
硯
北
日
録
』
に

よ
れ
ば
、
万
延
元
年
の
出
席
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
月　

 

枕
山
、
檉
齋
、
雪
江
、
奚
疑
、
梅
村
、
蓑
香
等
。
宮
本
又
至
。

三
月　

枕
山
、
檉
齋
、
雪
江
、
梅
村
、
蓑
香
、
奚
疑
等
。

閏
三
月　

田
、
渡
、
髙
、
金
、
関
、
宮
及
枕
翁
。

四
月　

雪
江
、
塚
本
。

五
月　

 

関
、
植
村
、
宮
本
、
石
川
、
塚
本
等
。
二
十
五
日
に
は
、
遠
田
木

堂
を
訪
ね
、
大
槻
磐
溪
と
逢
う
。
さ
ら
に
中
沢
雪
城
を
訪
ね
、
春

田
九
阜
、
鷲
津
毅
堂
に
逢
う
。
磐
溪
以
下
の
四
人
は
大
沼
枕
山
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。

六
月　

 

十
六
日
に
隅
田
川
畔
の
六
々
樓
で
催
し
て
い
る
。
月
白
風
清
。
絶

叫
之
景
也
。
と
、『
日
録
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
既
望
（
十
六

夜
）
の
月
を
愛
で
な
が
ら
の
詩
会
で
あ
っ
た
。
大
槻
磐
溪
、
遠
田

木
堂
、
桂
川
月
池
、
本
梅
顛
。

七
月　

休
会
。

八
月　

 

雪
江
、
董
叔
、
檉
齋
、
奚
疑
、
蓑
香
、
石
硅
、
冡
、
尚
、
青
、
允

等
。

九
月　

木
堂
、
枕
山
、
檉
齋
、
董
洲
、
奚
疑
、
蓑
香
、
雪
江
、
塚
本
。

十
月　

 

六
日
に
も
開
催
。
竹
西
坡
、
木
梅
軒
、
槻
磐
溪
、
沼
枕
山
、
関
雪

江
、
植
蘆
洲
、
鷲
毅
堂
、
長
旌
峨
、
田
檉
齋
、
金
蓑
香
、
渡
奚
疑

等
。
賦
小
春
雑
興
興
味
勃
如
、
と
あ
る
。
二
十
三
日　

雪
江
、
檉

齋
、
杉
村
。

十
一
月　

枕
山
、
檉
齋
、
蓑
香
、
奚
疑
、
雪
江
、
塚
本
。

　

当
時
の
錚
々
た
る
詩
人
た
ち
で
あ
る
。
大
沼
枕
山
は
安
政
六
年
よ
り
参
加
し

て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
を
永
井
荷
風
が
『
下
谷
叢
話
』
に
記
し
て
あ
）
16
（
る
。

此
年
秋
の
初
に
「
枕
山
詩
鈔
」
初
編
三
巻
が
刻
せ
ら
れ
た
。
天
保
六
年
枕

山
十
八
歳
の
時
よ
り
嘉
永
二
年
三
十
一
歳
に
至
る
十
五
年
間
の
吟
作
を
裒

め
た
の
で
あ
る
。
枕
山
は
初
め
詩
鈔
を
刻
す
る
に
先
だ
っ
て
序
文
を
幕
府

の
奥
儒
者
成
嶋
確
堂
に
乞
う
た
こ
と
が
、
確
堂
の
「
硯
北
日
録
」
己
未
の

巻
に
見
え
て
い
る
。
日
誌
に
「
五
月
二
十
一
日
庚
寅
。
晴
。
小
集
。
雪
江
、

艇
齋
、
枕
山
、
檉
齋
、
由
道
、
忠
堂
、
恒
藏
等
來
。
賦
髑
髏
詩
。
枕
山
翁

託
序
其
集
。」
と
し
て
あ
る
。



― 157 ―

　

己
未
の
年
は
安
政
六
年
で
あ
る
。
こ
の
時
、
柳
北
二
十
三
歳
、
枕
山
は
四
十

二
歳
で
あ
っ
た
。
柳
北
は
枕
山
に
対
し
て
は
翁
を
つ
け
て
敬
意
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
枕
山
は
官
に
は
属
さ
な
い
在
野
の
漢
詩
人
で
あ
り
、
柳
北
邸
か
ら
も
ほ

ど
近
い
下
谷
御
徒
町
に
住
ん
で
、
下
谷
吟
社
と
い
う
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

最
も
勢
力
の
あ
っ
た
結
社
の
総
帥
で
あ
っ
た
。
そ
の
枕
山
が
、
若
冠
の
柳
北
に

対
し
て
詩
鈔
の
序
を
請
う
た
の
で
あ
る
か
ら
、
将
軍
侍
講
と
い
う
職
の
重
さ
が

了
解
で
き
る
。

　

安
政
六
年
の
『
硯
北
日
録
』
は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
荷
風
が
記
し
た
五
月

二
十
一
日
の
記
述
は
貴
重
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
の
レ

ベ
ル
の
詩
会
は
、
前
年
の
安
政
五
年
の
日
記
に
は
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
、
少

な
く
と
も
安
政
六
年
の
五
月
以
降
よ
り
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

安
政
四
年
ご
ろ
か
ら
、
柳
北
は
柳
橋
に
出
遊
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
が
、
友
人
た
ち
や
、
永
井
家
周
辺
の
人
々
と
の
、
そ
れ
な
り
に
気
の
置
け
な

い
、
青
春
を
謳
歌
す
る
態
の
遊
興
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
安
政
六
年
に
入
る
と
、

大
沼
枕
山
を
は
じ
め
と
す
る
、
こ
う
し
た
当
代
一
流
の
詩
人
た
ち
と
の
詩
会
が

催
さ
れ
、
場
所
も
柳
北
邸
の
み
な
ら
ず
、
濹
水
に
舟
を
泛
べ
、
料
亭
に
芸
妓
を

侍
ら
し
て
の
、
風
流
韻
事
の
色
合
い
が
濃
く
な
る
。
二
十
三
歳
の
青
年
に
と
っ

て
、
一
流
の
詩
人
た
ち
の
と
の
交
流
は
、
そ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
精
神
的
影
響
を
、
内
面
の
深
い
と
こ
ろ
に
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
。

「
文
人
」
と
し
て
の
意
識
が
流
北
を
と
ら
え
は
じ
め
、「
風
流
風
狂
の
世
界
」
へ

の
志
向
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　

柳
橋
で
の
遊
興
を
『
柳
橋
新
誌
』
に
作
品
化
さ
せ
た
の
も
、
こ
れ
ら
の
詩
人

た
ち
に
よ
っ
て
自
覚
さ
せ
さ
れ
た
柳
北
の
「
文
人
」
意
識
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
仮
に
安
政
六
年
の
五
月
か
ら
枕
山
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
が
は
じ

ま
っ
た
と
す
る
な
ら
、
わ
ず
か
四
ヶ
月
後
の
九
月
に
は
『
柳
橋
新
誌
』
の
起
筆

を
柳
北
に
促
す
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
柳
北

は
、
そ
れ
以
前
に
『
寒
檠
小
稿
』
収
め
ら
れ
る
、
次
の
よ
う
な
詩
を
詠
ん
で
い

た
の
で
は
あ
る
が
。

夜
過
柳
橋　
　
　
　
　

夜
、
柳
橋
を
過
ぐ

古
柳
橋
辺
春
水
碧　
　

古
柳
橋
辺　

春
水
碧
に

新
柳
橋
上
春
月
白　
　

新
柳
橋
上　

春
月
白
し

夜
深
酒
冷
多
少
楼　
　

夜
深
け　

酒
冷
え
た
り　

多
少
の
楼

穂
穂
残
燭
耿
簾
隙　
　

穂す
い

穂す
い

た
る
残
燭　

簾
隙
に
耿
ら
か
な
り

嬌
爪
換
撥
曲
調
低　
　

嬌き
ょ
う

爪そ
う　

換か
ん

撥ぱ
つ

し
て　

曲
調
低
く

微
風
猶
伝
線
線
脈　
　

微
風　

猶
ほ
伝
ふ　

線
線
の
脈

彷
彿
秋
江
聴
琵
琶　
　

彷
彿
た
り　

秋
江
に
琵
琶
を
聴
き
し
に

身
是
非
否
謫
居
客　
　

身
は
是
れ
謫
居
の
客
に
あ
ら
ざ
る
や
否
や

多
愁
未
占
風
流
場　
　

多
愁　

未
だ
占
め
ず　

風
流
場

青
春
一
夢
独
自
惜　
　

青
春
の
一
夢　

独
り
自
ら
惜
し
む

借
問
月
影
柳
色
中　
　

借
問
す　

月
影
柳
色
の
中

不
知
何
処
蘇
小
宅　
　

知
ら
ず　

何
処
か
蘇
小
の
宅

　

前
半
は
柳
橋
と
い
う
花
街
の
風
情
を
情
趣
纏
綿
と
詠
い
あ
げ
、
後
半
は
自
ら

を
謫
居
の
白
居
易
に
な
ぞ
ら
え
て
、
華
や
か
な
花
柳
の
場
に
お
い
て
も
憂
愁
の

気
分
を
ま
ぎ
ら
わ
す
こ
と
が
出
来
ぬ
ま
ま
、
佳
人
と
の
恋
の
夢
が
消
え
て
ゆ
く

の
を
惜
し
み
、
ど
こ
か
で
銭
塘
の
蘇
小
小
の
よ
う
な
名
妓
に
出
会
え
ぬ
も
の
か

と
、
結
ん
で
い
る
。
日
野
龍
夫
氏
は
こ
の
詩
を
、
安
政
四
年
春
の
作
と
さ
れ
て
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い
る
）
17
（
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
柳
北
が
柳
橋
に
出
遊
し
て
間
も
な
い
時
期

の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
硯
北
日
録
』
を
参
照
す
る
か
ぎ
り
、
三
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
は
、
そ
れ
ら
し
き
女
性
の
存
在
も
見
当
た
ら
な
い
。
最
初
に
馴

染
ん
だ
芸
妓
の
小
勝
の
初
出
は
五
月
二
十
一
日
で
あ
り
、
勝
の
字
を
ヘ
ン
の
月

と
ツ
ク
リ
の
券
に
ほ
ぐ
し
て
、
月
券
と
宛
字
に
す
る
の
は
、
六
月
十
四
日
を
以

て
初
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
漢
詩
の
世
界
で
は
、
こ
れ
く
ら
い
の
風
流
の
表
現
は
当
然
の
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
二
十
一
歳
の
青
年
の
作
に
し
て
、
上
々
の
出

来
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。「
風
流
風
狂
の
世
界
」
へ
の
下
地
は
、
す
で
に
十

分
そ
な
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
柳
橋
新
誌
』
の
追
補
に
、
柳
北
は
風
流
の
遊
び
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
総
括
す
）
18
（
る
。

風
流
の
遊
び
は
、
亦
何
ぞ
彼
の
齪コ
セ

々コ
セ

営ケ
チ

々ケ
チ

の
輩
と
偕
に
す
る
を
得
ん
や
。

其
の
偕
に
す
べ
く
語
る
べ
き
者
は
、
則
ち
唯
だ
天
地
間
第
一
等
の
達
士
、

古
今
来
第
一
流
の
才
子
の
み
。
達
士
や
才
子
や
、
安
ん
ぞ
多
く
得
べ
け
ん
。

（
中
略
）
然
り
と
雖
も
浩
々
た
る
宇ヨ
ノ

内ナ
カ

、
豈
に
一
个こ

の
達
士
才
子
な
か
ら

ん
や
。
若
し
此
の
編
を
し
て
誤
つ
て
其
の
人
の
手
に
落
ち
し
め
ば
、
乃
ち

亦
将
に
余
を
目
す
る
に
蚩し

し々

の
徒
を
以
て
せ
ん
と
す
る
か
。
余
亦
当ま
さ

に
何

の
辞
か
以
て
之
に
対こ
た

ふ
べ
け
ん
や
。
夫
れ
風
月
の
情
事
、
花
柳
の
遊
趣
、

痴
に
似
て
痴
な
ら
ず
。
俗
に
近
く
し
て
俗
な
ら
ざ
る
、
其
の
訣
、
之
を
自

得
す
る
に
在
る
か
。

　

風
流
の
遊
び
に
つ
い
て
、
と
も
に
遊
び
、
と
も
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
物
事
の
す
べ
て
に
通
暁
し
て
い
る
よ
う
な
人
物
、
古
今
を
通
じ
て
誰
も

が
認
め
る
よ
う
な
才
能
の
あ
る
人
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
ん
な
人

は
滅
多
に
お
目
に
か
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
ん
な
人
が
、
も
し
も
こ
の

『
柳
橋
新
誌
』
を
手
に
し
た
ら
、
愚
か
者
め
が
と
一
喝
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
何
と
言
い
訳
を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
男
女
の
情
愛
に
し
て

も
、
色
里
の
楽
し
み
方
に
し
て
も
、
愚
か
な
行
為
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、

そ
う
と
も
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
し
、
く
だ
ら
な
い
行
為
と
見
え
て
も
、
真

面
目
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ
。
風
流
の
極
意
と
は
、
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
末
に
、

自
分
で
見
つ
け
る
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

風
流
の
極
意
に
つ
い
て
、
結
論
が
出
た
よ
う
な
、
出
て
い
な
い
よ
う
な
、
取

り
あ
え
ず
こ
れ
に
て
打
ち
切
り
と
で
も
言
い
た
げ
な
口
調
で
あ
る
。
こ
の
後
、

日
本
と
中
国
の
史
上
に
遺
る
名
妓
艶
姫
を
連
ね
、
美
文
を
以
て
才
子
佳
人
の
花

柳
の
遊
び
を
賛
美
す
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
理
想
的
風
月
の
世
界
は
、
柳
北

の
生
き
て
い
る
幕
末
の
時
代
に
お
い
て
望
む
べ
く
も
な
い
こ
と
は
、『
柳
橋
新

誌
』
に
描
か
れ
た
花
柳
界
の
実
態
が
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
す
で
に
紹
介
し
た
、
万
延
元
年
三
月
の
『
硯
北
日
録
』
の
記
事
に
た

び
た
び
登
場
す
る
喬
氏
の
家
を
、
柳
北
は
こ
の
年
を
通
じ
、
六
十
数
回
も
訪
ね

て
い
る
。
喬
氏
と
の
関
係
は
、
前
年
の
安
政
六
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
な

の
で
、
ど
う
や
ら
『
柳
橋
新
誌
』
執
筆
の
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
喬
氏
と
仮

名
さ
れ
た
芸
妓
の
存
在
が
、
執
筆
中
の
柳
北
に
影
を
落
と
し
て
い
る
と
、
前
田

愛
氏
は
説
く
。

　

す
な
わ
ち
、
喬
氏
と
は
こ
の
年
か
ら
一
年
後
の
文
久
元
年
六
月
、
柳
北
が
側

室
に
迎
え
た
柳
橋
の
芸
妓
お
蝶
で
あ
る
と
し
、「
お
蝶
を
側
室
に
迎
え
る
決
意

と
『
柳
橋
新
誌
』
初
編
の
成
稿
が
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
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ば
、
柳
北
に
と
っ
て
こ
の
戯
著
は
あ
る
意
味
で
柳
橋
へ
の
別
れ
の
歌
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
い
い
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
）
19
（
る
。

　

柳
北
は
な
ぜ
断
り
書
き
ま
で
そ
え
て
、
風
流
の
遊
び
を
総
括
す
る
よ
う
な
追

補
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
前
年
の
十
一
月
に
編
が
成
っ
て
お
り
、

し
か
も
文
体
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
九
ヶ
月
も
経
っ
た
七

月
に
、
文
体
も
が
ら
り
と
変
え
て
追
補
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
前
田

説
を
援
用
す
れ
ば
、
十
分
説
明
が
つ
く
の
で
、
や
は
り
、
取
り
あ
え
ず
こ
れ
に

て
打
ち
切
り
と
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
は
日
記
に
も
そ
れ
と
お
ぼ
し
き
形

跡
が
、
無
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
十
月
四
日
の
「
送
金
藏
法
師
于
舟
」、
同
二

十
四
日
「
訪
金
藏
寺
不
逢
」、
十
二
月
五
日
「
坤
老
惨
然
、
有
決
然
之
意
、
可

笑
」
な
ど
は
一
例
で
、
喬
氏
を
張
り
合
っ
て
い
た
地
蔵
院
金
蔵
寺
の
住
職
に
、

こ
の
時
期
た
び
た
び
喬
氏
と
手
を
切
る
よ
う
に
直
談
判
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
で
あ
る
。
と
く
に
十
二
月
五
日
の
記
事
に
は
、
話
が
決
ま
っ
た
か
の
よ
う

な
印
象
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
十
月
以
降
の
出
遊
の
回
数
が
減
少
し
、
喬
氏
宅
（
当
然
、
柳
橋
に
あ

る
）
へ
の
訪
問
も
少
な
く
な
っ
て
く
る
の
だ
。
柳
橋
と
の
距
離
が
少
し
ず
つ
遠

の
き
、
柳
北
の
関
心
は
、
芸
妓
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
女
性
と
し
て
の
喬

氏
に
集
中
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

六
　
隠
棲
ま
で

　

幕
府
瓦
壊
ま
で
に
柳
北
が
た
ど
る
こ
と
に
な
る
足
跡
は
、
波
乱
に
満
ち
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
年
か
ら
数
え
て
三
年
後
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
九

日
、
幕
閣
の
因
循
を
諷
し
た
狂
詩
を
賦
し
た
か
ど
で
将
軍
侍
講
職
を
解
か
れ
、

閉
門
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
慶
応
元
年
九
月
に
歩
兵
頭
並
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
二

年
間
に
わ
た
り
蟄
居
の
生
活
を
お
く
る
の
だ
が
、
実
は
閉
門
五
十
日
と
い
う
命

だ
っ
た
の
で
あ
）
20
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
に
わ
た
る
蟄
居
は
、
柳
北
の
意
思
の

反
映
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

文
久
三
年
八
月
九
日
か
ら
翌
年
の
元
治
元
年
六
月
十
三
日
ま
で
の
日
記
『
投

閑
日
録
』
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
あ
の
外
出
好
き
で
あ
っ
た
柳

北
が
、
邸
か
ら
一
歩
も
出
ず
、
引
き
こ
も
っ
て
い
る
。
閉
門
の
日
か
ら
二
日
後

の
十
一
日
に
は
、「
余
自
本
日
讀
蘭
文
典
」
の
記
事
が
見
え
、
念
願
の
洋
学
学

習
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
外
出
は
し
な
い
が
、
来
客
は
多
か
っ
た
。
と
く
に

洋
学
者
の
神
田
孝
平
、
柳
川
春
三
、
宇
都
宮
三
郎
、
桂
川
月
池
な
ど
の
来
訪
が

目
立
つ
。
旧
友
た
ち
も
頻
繁
に
訪
れ
る
。
漢
籍
の
読
書
も
怠
っ
て
は
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
横
浜
の
太
田
屯
営
に
赴
任
、
フ
ラ
ン
ス
式
三
兵
伝

習
に
従
事
す
る
。
慶
応
三
年
五
月
に
騎
兵
頭
に
昇
任
す
る
も
、
同
十
二
月
に
は

辞
任
。
翌
慶
応
元
年
一
月
、
外
国
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
隅
守
を
名
乗
る
。
禄

高
三
千
石
。
つ
い
で
会
計
副
総
裁
に
就
任
。
四
月
十
一
日
の
江
戸
城
明
渡
し
の

前
日
、
す
べ
て
の
職
を
辞
し
、
隠
棲
す
る
。

　

側
室
お
蝶
と
の
関
係
は
持
続
し
、
文
久
三
年
十
二
月
十
九
日
の
『
投
閑
日

録
』
に
は
「
阿
蝶
産
男
児
」
の
記
事
が
見
え
る
。
そ
し
て
明
治
四
年
（
一
八
七

一
）
に
は
、
妻
永
井
氏
の
死
に
よ
り
、
お
蝶
は
正
式
に
柳
北
の
妻
と
な
る
の
で

あ
る
。
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注
1　

成
島
柳
北
『
硯
北
日
録
』
成
島
柳
北
日
記　

一
九
九
七　

太
平
書
屋

2　

源　

了
圓
他　
『
江
戸
の
儒
学
』
―
『
大
学
』
受
容
の
歴
史　

序
Ⅶ
頁　

一
九
九
八　

思
文
閣
出
版

3　
『
古
事
類
苑
』
第
三
巻
官
位
部
三　

八
五
〇
頁　
﹇
續
泰
平
年
表
﹈「
天
保
十
四
年
六

月
廿
六
日
、
奥
儒
者
成
嶋
圖
書
頭
江
御
達
。
奥
儒
者
心
得
方
之
義
は
、
先
達
而
御
側

衆
迄
、
申
開
置
候
義
有
之
候
得
共
、
一
體
奥
儒
者
は
奥
限
之
勤
に
而
、
表
方
へ
可
攜

筋
無
之
候
處
、
其
方
儀
、
大
學
頭
調
物
に
相
加
り
候
よ
り
、
表
方
之
者
江
も
直
談
等

致
し
、
當
時
は
懇
意
之
向
も
有
之
、
私
用
之
義
も
申
談
、
又
は
土
圭
之
間
よ
り
中
之

間
通
に
出
入
致
候
哉
に
而
、
表
役
同
樣
之
振
廻
、
奥
儒
者
之
規
格
取
失
候
段
、
不
都

合
之
事
に
候
」。
一
九
八
二　

吉
川
弘
文
館
（
こ
の
項
と
4
項
は
乾
照
夫
『
成
島
柳
北

研
究
』
に
負
う
）

4　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
十
九　

九
五
頁
「
信
遍　

表
坊
主
を
つ
と
め
、
の
ち

奥
坊
主
を
歴
て
、
土
圭
間
の
坊
主
に
轉
ず
。
享
保
四
年
三
月
五
日
信
遍
學
文
に
入

る
ヽ
に
よ
り
、
奥
坊
主
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
有
徳
院
殿
（
吉
宗
）
の
御
前
に
め
さ
れ

て
、
し
ば
し
ば
書
を
講
じ
、
あ
る
ひ
は
、
御
書
籍
を
書
冩
す
」。
一
九
六
六　

続
群
書

類
従
完
成
会

5　
『
寒
檠
小
稿
』
巻
一　

安
政
元
年
（
柳
北
詩
の
訓
み
下
し
は
『
江
戸
詩
人
選
集
』
に

よ
る
。「
歳
晩
書
懐
」
は
初
出
時
に
は
「
歳
晩
感
懐
」
で
あ
る
）

6　
『
江
戸
詩
人
選
集　

成
島
柳
北
・
大
沼
枕
山
』　

日
野
龍
夫
注
解　

五
頁　

一
九
九

〇　

岩
波
書
店

7　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
江
戸
繁
盛
記　

柳
橋
新
誌
』
三
七
三
頁
。
一
九
九
六　

岩
波
書
店

8　
『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
に
よ
る
。『
寛
政
譜
以
後
旗
本
家
百
科
事
典
』
に
は
永
井

主
水
と
し
て
記
載
あ
り
。

9　

前
掲
大
系　

三
三
九
頁

10　

前
掲
大
系　

三
四
〇
頁

11　

文
久
二
戌
秋
改
正　

尾
張
屋
板
『
本
所
深
川
繪
圖
』
御
籾
藏
の
近
く
に
永
井
保
之

丞
の
家
有
り
。

12　

前
掲
大
系　

附
録　

三
七
九
頁

13　

前
田　

愛
『
前
田　

愛
著
作
集
』
第
一
巻
「
成
島
柳
北
」　

三
三
七
頁　

一
九
八
九　

筑
摩
書
房

14　

唐
木
順
三
『
唐
木
順
三
全
集
』
第
五
巻　

三
四
二
頁　

一
九
六
七　

筑
摩
書
房

15　

前
掲
大
系　

三
五
七
頁

16　

永
井
荷
風
『
荷
風
全
集
』
第
十
五
巻　

三
八
六
頁　

一
九
六
一　

岩
波
書
店

17　

日
野
龍
夫　

前
掲
書　

注
解　

二
四
頁

18　

前
掲
大
系　

三
七
四
頁

19　

前
田　

愛　

前
掲
書　

三
六
九
頁

20　

成
島
柳
北　
『
投
閑
日
録
』
文
久
三
年
九
月
二
十
九
日
の
条
に
、「
二
十
九
日　

癸

酉
。
霽
。
參
政
平
岡
丹
州
有
簡
、
令
余
、
底
其
邸
以
疾
青
山
芳
太
請
命
、
丹
州
傳
命
、

免
屏
居
。
欣
々
幸
々
」
と
あ
り
、
八
月
九
日
の
条
に
「
命
余
免
職
屏
居
」、
と
あ
る
の

で
、
五
十
日
の
閉
門
で
あ
っ
た
。
注
1
前
掲
書
に
附
録
影
印
さ
れ
て
い
る
。
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